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平成３０年１０月１８日 

 

様々なトマト品種およびトマト野生品種で一過的発現が可能に 

 

 研究成果のポイント  

1. 様々なトマト品種、野生品種において一過的にタンパク質を発現させることができます。 

2. この発現システムを用いることで、遺伝子の機能（局在性など）を短期間で調べることが可能

になります。 

国立大学法人 筑波大学 生命環境系（つくば機能植物イノベーション研究センター）三浦謙治教授、江

面浩教授、星川健助教、野中聡子助教らの研究グループは、以前に開発したpBYR2HSを用いた一過的

発現システム「つくばシステム」（http://www.tsukuba.ac.jp/attention-research/p201803191900.html）

が様々なトマト品種およびトマト野生品種において適用可能であることを示しました。 

これまで、トマトにおいて一過的発現に関する論文は報告されていたが、実際に行ってみるとなかなか発

現が見られないなど、うまく行っていないことが研究者の間で言われていた。そのため、高発現システムを使

って試した例もあることは聞いていましたが、高発現システムはTMV（トバモウイルス）由来なので、タバコ等

には有効であるが、ナス科であるトマトには利用できなかったそうです（失敗談は論文にはなりませんので伝

聞です）。その点、つくばシステムは宿主範囲が広いジェミニウイルス由来であるため、様々な植物に適用

可能です。今回は、トマトの様々な品種に適用可能かを調べることで、本システムの汎用性を明らかにする

ことができました。また、野生品種であるSolanum penelliiやSolanum pimpinellifoliumにも適用可能であること

が明らかになり、汎用的なシステムであることが証明できました。 

また、トマトの場合、つくばシステムと一緒にスーパーアグロバクテリウム(gabT導入)を用いることで、さらに

発現量が上がることが分かりました。 

本研究の成果は、20１８年１０月１７日付でPlant Cell Reports 誌オンライン版で公開されました。 

A. 様々なトマト品種（MoneyMaker, Aichi-

First, Alisa Craig, M82, Rutgers, 

Ponderosa, Ueleie 106WP）にてつくばシ

ステムを用いて GFP を発現させた図。発

現量の大小はあるが、GFP の蛍光が認め

られた。 

B. ト マ ト 野 生 品 種 S. pennelli お よ び S. 

pimpinellifolium にも適用可能であることを

示した。特に 0043、0049-w1 において

は非常に強い GFP 蛍光が確認された。 
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